
埼
玉
県
に
お
け
る
古
文
書
所
在
確
認
調
査

県
教
育
委
員
会
で
は
文
化
庁
の
補
助
金
を
う
け
、
昭
和
五
二
年
度
単
年
度
事

業
と
し
て
、
古
文
書
所
在
確
認
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
は
過
去
四
年
間

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
古
文
書
緊
急
調
査
の
あ
と
を
う
け
、
県
下
九
郡
九
二
市

町
村
の
文
書
所
在
状
況
を
緊
急
に
調
査
し
、
そ
の
保
存
対
策
を
講
じ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

調
査
の
組
織
は
、
主
任
調
査
員
に
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
小
野
文
雄
氏
、
さ
ら

に
県
下
に
一
八
名
の
調
査
員
が
お
か
れ
、
県
教
育
局
文
化
財
保
護
課
及
び
県
立

文
書
館
が
事
務
局
を
担
当
し
た
。
こ
の
調
査
の
成
果
は
『
埼
玉
県
立
文
書
所
在

確
認
調
査
目
録
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
本
目
録
に
は
第
一
部
「
家
別
所
在
日

録
」
と
し
て
、
明
治
二
三
年
以
前
の
古
文
書
を
所
有
す
る
家
数
二
二
八
八
軒
、

第
二
部
「
中
世
文
書
目
録
」
と
し
て
、
寛
、
水
期
以
前
文
書
三
五
八
粁
二
四

O
五

点
、
第
三
一
部
「
寛
、
水
以
前
検
地
帳
目
録
」
と
し
て
、
一
三
八
軒
四
七
五
冊
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
調
査
の
経
過
、
及
び
収
録
文
書
の
全
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
目
録
解
題
に
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

今
回
の
調
査
は
、
中
世
文
書
の
下
限
を
寛
永
期
ま
で
降
し
た
の
で
、
い
わ
ゆ

る
幕
藩
体
制
社
会
成
立
期
の
諸
問
題
を
考
え
る
う
え
で
、
貴
重
な
文
書
を
多
数

収

録

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

(

埼

玉

県

立

文

書

館

)
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l
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埼
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会
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